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収
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 二 

○
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
抄
） 

（
基
本
手
当
の
日
額
） 

第
十
六
条 
基
本
手
当
の
日
額
は
、
賃
金
日
額
に
百
分
の
五
十
（
二
千
百
四
十
円
以
上
四
千
二
百
十
円
未
満
の
賃
金
日
額
（
そ
の
額
が
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
変
更
さ
れ
た
額
）
に
つ
い
て
は
百
分
の
八
十
、
四
千
二
百
十
円
以
上
一
万
二
千
二
百
二
十
円
以
下
の
賃
金
日
額
（
そ
の
額
が
同
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

変
更
さ
れ
た
額
）
に
つ
い
て
は
百
分
の
八
十
か
ら
百
分
の
五
十
ま
で
の
範
囲
で
、
賃
金
日
額
の
逓
増
に
応
じ
、
逓
減
す
る
よ
う
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
）
を
乗
じ
て
得
た
金

額
と
す
る
。 

２ 

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
い
て
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
五
十
」
と
あ
る
の
は

「
百
分
の
四
十
五
」
と
、
「
四
千
二
百
十
円
以
上
一
万
二
千
二
百
二
十
円
以
下
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
二
百
十
円
以
上
一
万
九
百
五
十
円
以
下
」
と
す
る
。 

 

（
賃
金
日
額
）  

第
十
七
条 

賃
金
日
額
は
、
算
定
対
象
期
間
に
お
い
て
第
十
四
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。）
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
た
最
後
の
六
箇
月
間
に
支
払
わ
れ

た
賃
金
（
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及
び
三
箇
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
を
除
く
。
次
項
及
び
第
六
節
に
お
い
て
同
じ
。）
の
総
額
を
百
八
十
で
除
し
て
得
た
額
と

す
る
。  

２
・
３ 

（
略
）  

４ 

前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
賃
金
日
額
が
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
下
る
と
き
は
そ
の
額
を
、
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
る
と
き
は
そ

の
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
賃
金
日
額
と
す
る
。  

一 

二
千
百
四
十
円
（
そ
の
額
が
次
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
）  

二 

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
受
給
資
格
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額
（
こ
れ
ら
の
額
が
次
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ 

の
変
更
さ
れ
た
額
） 

イ 

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
い
て
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
受
給
資
格
者 

一
万
五
千
五
百
八
十
円 

ロ 

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
い
て
四
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
あ
る
受
給
資
格
者 
一
万
六
千
八
十
円 

ハ 

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
い
て
三
十
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満
で
あ
る
受
給
資
格
者 

一
万
四
千
六
百
二
十
円 

ニ 

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
い
て
三
十
歳
未
満
で
あ
る
受
給
資
格
者 

一
万
三
千
百
六
十
円 



 三 

 
（
基
本
手
当
の
日
額
の
算
定
に
用
い
る
賃
金
日
額
の
範
囲
等
の
自
動
的
変
更
）  

第
十
八
条 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
度
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
平
均
給
与
額
（
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
作
成
す
る
毎
月
勤
労
統
計
に

お
け
る
労
働
者
の
平
均
定
期
給
与
額
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
労
働
者
一
人
当
た
り
の
給
与
の
平
均
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
平
成
十

三
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
年
度
（
こ
の
条
の
規
定
に
よ
り
自
動
変
更
対
象
額
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
直
近
の
当
該
変
更
が
さ
れ
た
年
度
の
前
年
度
）
の
平
均
給
与
額
を
超
え
、

又
は
下
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
に
応
じ
て
、
そ
の
翌
年
度
の
八
月
一
日
以
後
の
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
自
動
変
更
対
象
額
に
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
十
円
に

切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
の
「
自
動
変
更
対
象
額
」
と
は
、
第
十
六
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
日
額
の
算
定
に
当
た

つ
て
、
百
分
の
八
十
を
乗
ず
る
賃
金
日
額
の
範
囲
と
な
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
二
千
百
四
十
円
以
上
四
千
二
百
十
円
未
満
の
額
及
び
百
分
の
八
十
か
ら
百
分
の
五
十
ま
で
の
範

囲
の
率
を
乗
ず
る
賃
金
日
額
の
範
囲
と
な
る
同
項
に
規
定
す
る
四
千
二
百
十
円
以
上
一
万
二
千
二
百
二
十
円
以
下
の
額
並
び
に
前
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。  

 

（
基
本
手
当
の
減
額
）  

第
十
九
条 

受
給
資
格
者
が
、
失
業
の
認
定
に
係
る
期
間
中
に
自
己
の
労
働
に
よ
つ
て
収
入
を
得
た
場
合
に
は
、
そ
の
収
入
の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
礎

日
数
」
と
い
う
。）
分
の
基
本
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。  

一 

そ
の
収
入
の
一
日
分
に
相
当
す
る
額
（
収
入
の
総
額
を
基
礎
日
数
で
除
し
て
得
た
額
を
い
う
。）
か
ら
千
三
百
八
十
八
円
（
そ
の
額
が
次
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
変
更
さ
れ
た
額
。
同
項
に
お
い
て
「
控
除
額
」
と
い
う
。
）
を
控
除
し
た
額
と
基
本
手
当
の
日
額
と
の
合
計
額
（
次
号
に
お
い
て
「
合
計
額
」
と
い
う
。
）
が
賃
金
日
額
の
百

分
の
八
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い
と
き
。
基
本
手
当
の
日
額
に
基
礎
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
給
す
る
。  

二
・
三 

（
略
）  

２ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
度
の
平
均
給
与
額
が
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
年
度
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
額
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
直
近
の
当
該
変
更
が
さ
れ
た

年
度
の
前
年
度
）
の
平
均
給
与
額
を
超
え
、
又
は
下
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
翌
年
度
の
八
月
一
日
以
後
の
控

除
額
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

３ 

（
略
） 



 四 

 
（
傷
病
手
当
）  

第
三
十
七
条 

（
略
）  

２ 

（
略
）  

３ 

傷
病
手
当
の
日
額
は
、
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
日
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。  

４
～
９ 

（
略
）  

 

（
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
）  

第
三
十
七
条
の
四 

高
年
齢
求
職
者
給
付
金
の
額
は
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
を
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
と
み
な
し
て
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
（
第
十
七
条

第
四
項
第
二
号
を
除
く
。）
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
そ
の
者
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
基
本
手
当
の
日
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
算
定
基
礎
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
数
（
第
四
項
の
認
定
が
あ
つ
た
日
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
最
後
の
日
ま
で
の
日
数
が
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
認
定
の
あ

つ
た
日
か
ら
当
該
最
後
の
日
ま
で
の
日
数
に
相
当
す
る
日
数
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。  

一 

一
年
以
上 

五
十
日  

二 

一
年
未
満 

三
十
日  

２
～
５ 

（
略
）  

 

（
特
例
一
時
金
）  

第
四
十
条 

特
例
一
時
金
の
額
は
、
特
例
受
給
資
格
者
を
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
と
み
な
し
て
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
そ
の

者
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
基
本
手
当
の
日
額
の
三
十
日
分
（
第
三
項
の
認
定
が
あ
つ
た
日
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
最
後
の
日
ま
で
の
日
数
が
三
十
日
に
満
た
な
い
場

合
に
は
、
そ
の
日
数
に
相
当
す
る
日
数
分
）
と
す
る
。  

２ 

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
第
十
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
ニ
中
「
三
十
歳
未
満
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
歳
未
満
又
は
六
十
五
歳
以
上
」
と

す
る
。 

３
・
４ 

（
略
） 



 五 

 
（
就
業
促
進
手
当
）  

第
五
十
六
条
の
三 

就
業
促
進
手
当
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
必
要
が
あ
る
と
認
め

た
と
き
に
、
支
給
す
る
。  

一 

次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
職
業
に
就
い
た
日
の
前
日
に
お
け
る
基
本
手
当
の
支
給
残
日
数
（
当
該
職
業
に
就
か
な
か
つ
た
こ
と

と
し
た
場
合
に
お
け
る
同
日
の
翌
日
か
ら
当
該
受
給
資
格
に
係
る
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
（
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者

に
つ
い
て
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
と
し
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
と
す
る
。）
の
最
後
の
日
ま
で
の
間
に
基
本

手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
日
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
当
該
受
給
資
格
に
基
づ
く
所
定
給
付
日
数
の
三
分
の
一
以
上
か
つ
四
十
五
日
以
上
で
あ
る
も

の  

イ 

職
業
に
就
い
た
者
で
あ
つ
て
、
ロ
に
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
者
で
あ
る
こ
と
。 

二 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
受
給
資
格
者
（
当
該
職
業
に
就
い
た
日
の
前
日
に
お
け
る
基
本
手
当
の
支
給
残
日
数
が
当
該
受
給
資
格
に
基
づ
く
所
定
給

付
日
数
の
三
分
の
一
未
満
又
は
四
十
五
日
未
満
で
あ
る
者
に
限
る
。）
、
特
例
受
給
資
格
者
（
特
例
一
時
金
の
支
給
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
特
例
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
又
は
日
雇
受
給
資
格
者
（
第
四
十
五
条
又
は
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
日
雇
労
働
求
職
者

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
あ
つ
て
、
身
体
障
害
者
そ
の
他
の
就
職
が
困
難
な
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の  

２ 

受
給
資
格
者
、
特
例
受
給
資
格
者
又
は
日
雇
受
給
資
格
者
（
第
五
十
八
条
及
び
第
五
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
「
受
給
資
格
者
等
」
と
い
う
。）
が
、
前
項
第
一
号
ロ
又
は
同
項
第

二
号
に
規
定
す
る
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
日
前
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
内
の
就
職
に
つ
い
て
就
業
促
進
手
当
（
前
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
就
業
促
進
手
当
は
、
支
給
し
な
い
。  

３ 

就
業
促
進
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。  

一 

第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
者 

現
に
職
業
に
就
い
て
い
る
日
（
当
該
職
業
に
就
か
な
か
つ
た
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
同
日
か
ら
当
該
就
業
促
進
手
当
に
係
る
基
本
手

当
の
受
給
資
格
に
係
る
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
（
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
と

し
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
と
す
る
。）
の
最
後
の
日
ま
で
の
間
に
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
る
日
が
あ
る
と
き
に
限
る
。）
に
つ
い
て
、
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
基
本
手
当
の
日
額
（
そ
の
金
額
が
同
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
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合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
一
万
二
千
二
百
二
十
円
（
そ
の
額
が
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
）
に
百
分
の
五
十
（
受
給
資
格
に
係
る
離

職
の
日
に
お
い
て
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
金
額
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
基
本
手
当
日
額
」
と
い
う
。）
に
十
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額  

二 

第
一
項
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
者 

基
本
手
当
日
額
に
支
給
残
日
数
に
相
当
す
る
日
数
に
十
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額  

三 

第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者 

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
限
度
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
額  

イ 

受
給
資
格
者 

基
本
手
当
日
額 

ロ 

特
例
受
給
資
格
者 

そ
の
者
を
基
本
手
当
の
受
給
資
格
者
と
み
な
し
て
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
そ
の
者
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
基

本
手
当
の
日
額
（
そ
の
金
額
が
そ
の
者
を
基
本
手
当
の
受
給
資
格
者
と
み
な
し
て
適
用
さ
れ
る
第
十
六
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定
す
る
一
万
二
千
二
百
二
十
円
（
そ
の
額
が
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
）
に
百
分
の
五
十
（
特
例
受
給
資
格
に
係
る
離

職
の
日
に
お
い
て
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
特
例
受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
五
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
金
額
） 

ハ 

（
略
） 

４
・
５ 

（
略
）  

 

（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
）  

第
六
十
一
条 

高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
は
、
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。）
に
対
し
て
支
給
対
象

月
（
当
該
被
保
険
者
が
第
一
号
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
同
号
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
日
の
属
す
る
支
給
対
象
月
以
後
の
支
給
対
象
月
）
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
（
支
給

対
象
月
に
お
い
て
非
行
、
疾
病
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
賃
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
支
払
を
受
け
た
も
の
と
み

な
し
て
算
定
し
た
賃
金
の
額
。
以
下
こ
の
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
各
号
（
次
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
同
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
当
該

被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該
被
保
険
者
が
六
十
歳
に
達
し
た
日
（
当
該
被
保
険
者
が
第
一
号
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
同
号
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
日
）
を
受
給
資

格
に
係
る
離
職
の
日
と
み
な
し
て
第
十
七
条
（
第
三
項
を
除
く
。）
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
賃
金
日
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
み

な
し
賃
金
日
額
」
と
い
う
。）
に
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
七
十
五
に
相
当
す
る
額
を
下
る
に
至
つ
た
場
合
に
、
当
該
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。  
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一 

（
略
）  

二 
当
該
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
が
、
三
十
五
万
八
百
八
十
円
（
そ
の
額
が
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
。
以
下
こ
の
款
に

お
い
て
「
支
給
限
度
額
」
と
い
う
。）
以
上
で
あ
る
と
き
。 

 

２
～
６ 

（
略
） 

７ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
度
の
平
均
給
与
額
が
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
年
度
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
限
度
額
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
直
近
の
当
該
変
更
が
さ

れ
た
年
度
の
前
年
度
）
の
平
均
給
与
額
を
超
え
、
又
は
下
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
翌
年
度
の
八
月
一
日
以
後

の
支
給
限
度
額
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

 

（
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
）  

第
六
十
一
条
の
二 

高
年
齢
再
就
職
給
付
金
は
、
受
給
資
格
者
（
そ
の
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
に
お
け
る
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
算
定
基
礎
期
間
が
五
年
以
上
あ
り
、

か
つ
、
当
該
受
給
資
格
に
基
づ
く
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
に
限
る
。）
が
六
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
と
な
つ
た
場

合
に
お
い
て
、
当
該
被
保
険
者
に
対
し
再
就
職
後
の
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
が
、
当
該
基
本
手
当
の
日
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
賃
金
日
額
に
三
十
を
乗
じ
て
得

た
額
の
百
分
の
七
十
五
に
相
当
す
る
額
を
下
る
に
至
つ
た
と
き
に
、
当
該
再
就
職
後
の
支
給
対
象
月
に
つ
い
て
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。  

一 

（
略
）  

二 

当
該
再
就
職
後
の
支
給
対
象
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
額
が
、
支
給
限
度
額
以
上
で
あ
る
と
き
。  

２
～
４ 

（
略
） 

 

（
育
児
休
業
給
付
金
）  

第
六
十
一
条
の
四 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

育
児
休
業
給
付
金
の
額
は
、
一
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該
被
保
険
者
が
当
該
育
児
休

業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
休
業
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と
み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
賃
金
日
額
に
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相
当
す
る
額
（
次
項
に
お
い
て
「
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
」
と
い
う
。）
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
支
給
単
位
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
同
項
に
お
い
て
「
支

給
日
数
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
四
十
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
中
「
困
難
で
あ
る
と
き
」

と
あ
る
の
は
「
で
き
な
い
と
き
若
し
く
は
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
号
ハ
」
と
す
る
。  

一 

次
号
に
掲
げ
る
支
給
単
位
期
間
以
外
の
支
給
単
位
期
間 

三
十
日  

二 

当
該
休
業
を
終
了
し
た
日
の
属
す
る
支
給
単
位
期
間 

当
該
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
休
業
を
開
始
し
た
日
又
は
休
業
開
始
応
当
日
か
ら
当
該
休
業
を
終
了
し
た
日
ま
で

の
日
数  

５
～
７ 

（
略
） 

 

（
介
護
休
業
給
付
金
）  

第
六
十
一
条
の
六 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

介
護
休
業
給
付
金
の
額
は
、
一
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
、
介
護
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
被
保
険
者
を
受
給
資
格
者
と
、
当
該
被
保
険
者
が
当
該
介
護
休

業
給
付
金
の
支
給
に
係
る
休
業
を
開
始
し
た
日
の
前
日
を
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
と
み
な
し
て
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
賃
金
日
額
に

相
当
す
る
額
（
次
項
に
お
い
て
「
休
業
開
始
時
賃
金
日
額
」
と
い
う
。）
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
支
給
単
位
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
日
数
（
次
項
に
お
い
て
「
支

給
日
数
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
百
分
の
四
十
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
中
「
困
難
で
あ
る
と
き
」

と
あ
る
の
は
「
で
き
な
い
と
き
若
し
く
は
困
難
で
あ
る
と
き
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
号
ハ
」
と
す
る
。  

一 

次
号
に
掲
げ
る
支
給
単
位
期
間
以
外
の
支
給
単
位
期
間 

三
十
日  

二 

当
該
休
業
を
終
了
し
た
日
の
属
す
る
支
給
単
位
期
間 

当
該
支
給
単
位
期
間
に
お
け
る
当
該
休
業
を
開
始
し
た
日
又
は
休
業
開
始
応
当
日
か
ら
当
該
休
業
を
終
了
し
た
日
ま
で

の
日
数  

５
・
６ 

（
略
）  

 

（
国
庫
の
負
担
）  

第
六
十
六
条 

国
庫
は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
つ
て
、
求
職
者
給
付
（
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
を
除
く
。
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）
及
び
雇
用
継
続
給
付
（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
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給
付
金
及
び
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
を
除
く
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
。  

一 
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
以
外
の
求
職
者
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
求
職
者
給
付
に
要
す
る
費
用
の
四
分
の
一  

二 
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
に
要
す
る
費
用
の
三
分
の
一  

三 

雇
用
継
続
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
雇
用
継
続
給
付
に
要
す
る
費
用
の
八
分
の
一  

２ 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
求
職
者
給
付
に
つ
い
て
は
、
国
庫
は
、
毎
会
計
年
度
に
お
い
て
、
支
給
し
た
当
該
求
職
者
給
付
の
総
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額
が
徴
収
法
の
規
定
に

よ
り
徴
収
し
た
一
般
保
険
料
の
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
超
過
額
に
つ
い
て
、
同
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
を
加
え
て
国
庫
の
負
担
が

当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
支
給
し
た
当
該
求
職
者
給
付
の
総
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
達
す
る
額
ま
で
を
負
担
す
る
。  

３
・
４ 

（
略
） 

５ 

日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
国
庫
は
、
毎
会
計
年
度
に
お
い
て
第
一
号
に
掲
げ
る
額
が
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
号
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
か
ら
当
該
超
過
額
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
（
そ
の
額
が
当
該
会
計
年
度
に
お
い
て
支
給
し
た
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
総
額

の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
下
回
る
場
合
に
は
、
そ
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
）
を
負
担
す
る
。 

一 

次
に
掲
げ
る
額
を
合
計
し
た
額 

イ 

徴
収
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
し
た
印
紙
保
険
料
の
額 

ロ 

イ
の
額
に
相
当
す
る
額
に
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
、
そ
の
額
に
二
事
業
率
を
乗
じ
て
得
た
額

を
減
じ
た
額 

二 

支
給
し
た
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
総
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額 

６ 

（
略
） 

 

第
六
十
七
条 

第
二
十
五
条
第
一
項
の
措
置
が
決
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
庫
は
、
広
域
延
長
給
付
を
受
け
る
者
に
係
る
求
職
者
給
付

に
要
す
る
費
用
の
三
分
の
一
を
負
担
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
支
給
し
た
当
該
求
職
者
給
付
の
総
額
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
し
た
当
該
求
職
者
給
付
の
総
額

か
ら
広
域
延
長
給
付
を
受
け
る
者
に
係
る
求
職
者
給
付
の
総
額
を
控
除
し
た
額
」
と
、「
一
般
保
険
料
の
額
を
超
え
る
場
合
に
は
」
と
あ
る
の
は
「
一
般
保
険
料
の
額
か
ら
広
域
延
長

給
付
を
受
け
る
者
に
係
る
求
職
者
給
付
の
総
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
超
え
る
場
合
に
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 
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 十 

附 

則 
（
就
業
促
進
手
当
に
関
す
る
暫
定
措
置
） 

第
九
条 
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
職
業
に
就
い
た
者
に
係
る
第
五
十
六
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項

第
一
号
中
「
か
つ
四
十
五
日
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
（
イ
に
該
当
す
る
受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の
一
以
上
か
つ
四
十
五
日
以
上
）
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
定
め
る
も
の
」

と
あ
る
の
は
「
定
め
る
も
の
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
」
と
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
十
分
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
十
分
の
四
（
そ
の
職
業
に
就
い
た
日
の
前
日
に
お
け

る
基
本
手
当
の
支
給
残
日
数
が
当
該
受
給
資
格
に
基
づ
く
所
定
給
付
日
数
の
三
分
の
二
以
上
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
分
の
五
）」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
三
十
」
と
あ
る
の
は

「
四
十
」
と
す
る
。 

 

（
国
庫
負
担
に
関
す
る
暫
定
措
置
） 

第
十
三
条 

国
庫
は
、
第
六
十
六
条
第
一
項
及
び
第
六
十
七
条
前
段
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

る
国
庫
の
負
担
額
の
百
分
の
五
十
五
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
。 

２ 

国
庫
が
前
項
に
規
定
す
る
額
を
負
担
す
る
会
計
年
度
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
六
条
第
二
項
（
第
六
十
七
条
後
段
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
第
五
項
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
六
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
前
各
項
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
十
三
条
第
一
項
」
と
す
る
。 

 

第
十
五
条 

雇
用
保
険
の
国
庫
負
担
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
中
に
検
討
し
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
、
安
定
し
た
財
源
を
確
保
し
た
上
で
附
則
第
十
三
条
に
規
定
す
る

国
庫
負
担
に
関
す
る
暫
定
措
置
を
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。 

 



 十一 

○
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）（
抄
） 

（
一
般
保
険
料
に
係
る
保
険
料
率
） 

第
十
二
条 
（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

雇
用
保
険
率
は
、
千
分
の
十
九
・
五
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
業
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
季
節
的
に
休
業
し
、

又
は
事
業
の
規
模
が
縮
小
す
る
こ
と
の
な
い
事
業
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
事
業
を
除
く
。）
に
つ
い
て
は
千
分
の
二
十
一
・
五
と
し
、
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て

は
千
分
の
二
十
二
・
五
と
す
る
。 

一 

土
地
の
耕
作
若
し
く
は
開
墾
又
は
植
物
の
栽
植
、
栽
培
、
採
取
若
し
く
は
伐
採
の
事
業
そ
の
他
農
林
の
事
業 

二 

動
物
の
飼
育
又
は
水
産
動
植
物
の
採
捕
若
し
く
は
養
殖
の
事
業
そ
の
他
畜
産
、
養
蚕
又
は
水
産
の
事
業 

三 

土
木
、
建
築
そ
の
他
工
作
物
の
建
設
、
改
造
、
保
存
、
修
理
、
変
更
、
破
壊
若
し
く
は
解
体
又
は
そ
の
準
備
の
事
業 

四 

清
酒
の
製
造
の
事
業 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
雇
用
保
険
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
の
雇
用
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
事
業 

５ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
毎
会
計
年
度
に
お
い
て
、
徴
収
保
険
料
額
並
び
に
雇
用
保
険
法
第
六
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負

担
額
の
合
計
額
と
同
法
の
規
定
に
よ
る
失
業
等
給
付
の
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
失
業
等
給
付
額
」
と
い
う
。）
と
の
差
額
を
当
該
会
計
年
度
末
に
お
け
る
労
働
保
険
特
別
会
計

の
雇
用
勘
定
の
積
立
金
（
第
七
項
に
お
い
て
「
積
立
金
」
と
い
う
。）
に
加
減
し
た
額
が
、
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
失
業
等
給
付
額
の
二
倍
に
相
当
す
る
額
を
超
え
、
又
は
当
該
失

業
等
給
付
額
に
相
当
す
る
額
を
下
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
、
雇
用
保
険

率
を
千
分
の
十
五
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
三
・
五
ま
で
（
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
業
（
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。）
に
つ
い
て
は
千
分
の
十
七
・
五
か
ら
千
分
の

二
十
五
・
五
ま
で
、
同
号
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
は
千
分
の
十
八
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
六
・
五
ま
で
）
の
範
囲
内
に
お
い
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６
～
７ 

（
略
） 

８ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
毎
会
計
年
度
に
お
い
て
、
二
事
業
費
充
当
徴
収
保
険
料
額
と
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
雇
用
安
定
事
業
及
び
能
力
開
発
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
ら
れ

た
額
（
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労
働
保
険
特
別
会
計
の
雇
用
勘
定
に
置
か
れ
る
雇
用
安
定
資
金
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
額
を
含
む
。）
と
の
差
額
を
当
該
会
計
年
度
末
に
お
け

る
当
該
雇
用
安
定
資
金
に
加
減
し
た
額
が
、
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
一
般
保
険
料
徴
収
額
に
千
分
の
三
・
五
の
率
（
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
千
分
の
四
・

五
の
率
）
を
雇
用
保
険
率
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
の
一
・
五
倍
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
に
至
つ
た
場
合
に
は
、
雇
用
保
険
率
を
一
年
間
そ
の
率
か
ら
千
分
の
〇
・
五

http://kensaku.kudan.hq.admix.go.jp/SOUMU/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8b%e3%96%40%88%ea%88%ea%98%5a&REF_NAME=%8c%d9%97%70%95%db%8c%af%96%40%91%e6%8e%4f%8f%5c%94%aa%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000003800000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000003800000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000003800000000001000000000000000000


 十二 

の
率
を
控
除
し
た
率
に
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。 

９ 
前
項
の
規
定
に
よ
り
雇
用
保
険
率
が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
項
中
「
千
分
の
十
五
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
三
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
五
か
ら

千
分
の
二
十
三
ま
で
」
と
、
「
千
分
の
十
七
・
五
か
ら
千
分
の
二
十
五
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
七
か
ら
千
分
の
二
十
五
ま
で
」
と
、
「
千
分
の
十
八
・
五
か
ら
千
分
の

二
十
六
・
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
十
八
か
ら
千
分
の
二
十
六
ま
で
」
と
し
、
第
六
項
中
「
千
分
の
三
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
三
」
と
、「
千
分
の
四
・
五
」
と
あ
る

の
は
「
千
分
の
四
」
と
す
る
。 


